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1　は　じ　め　に

雨よけトマトの長期どり生産安定技術については，既に

第1．2報で報告した。完熟トマト‘桃太郎’は中高段の

着果が不安定であるが，ここでは着果の安定している低段

果房利用を前提とした密植低段摘心による短期栽培につい

て検討したので，その結果の概要について報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験区の構成（表1）

表1試験区の構成

年 次 作　　 型 区　　 名
株 間
（cID）

10 a 当 り株数

1987 早熟雨 よけ
3 段摘心 25 4．444
7 段　 〝 45 2，469

l！B 8 早熟 雨よけ

3 段摘心 25 4，444
4 段　 〝 25 4．444

8 段　 〝 45 2．469

10段 ” 45 2，469

1989

早熟 雨よけ

3 段摘心 25 4．444
4 段　 〝 25 4．444
8 段　 〝 45 2．469

10段　 〝 45 2，469

抑　　　 制

3 段摘心 25 4，444
4 段　 〝 25 4，444

8 段　 〝 45 2－4 69
10段　 〝 45 2．469

注．うね幅180C【D，条聞80cm，2条植

（2）供試品種　桃太郎

（3）播種期及び定植期（表2）

蓑2　播種期・定植期

年次 作　　 型 播 種 期 定 植 期

1987 早熟雨よけ 2 月 7 日 4 月 20 日

1988

抑　　　 制

2 月 3 日 4 月21 日

1989 2 月 1 日 4 月 17 日

5 月 12 日 7 月 11 日

（4）施肥星（kg／10a）基肥：厩肥4000．N15．lj20515，

K2015，追肥（2－5回施用）：N6－15．K206－
15

3　試験結果及び考察

（1I　収穫時期　摘心段位の高低による収穫始期の差は認

められなかった。収穫終期については早熟作型密植3段摘

心栽培は7月下旬から8月1二句終了に対し，標準10段摘心

栽培は9月下旬から10月卜旬となった。抑制作型では，密

植3段摘心栽培で9月中旬終了に対し棲準10段摘心栽培で

は11月L句終了となった。定植時から収穫終了時までの木

組栽培期間は，早熟雨よけ作型の密柄3段摘心栽培は，

110日前後要し．標準10段摘心栽榔こ比べ約50日短くなった。

抑制作型での本圃栽培期間は密植3段摘心栽培で，約70日

要し，標準10段摘心栽培より47日短かった。4段摘心栽培

の収穫終期は，3段摘心に比べ早熟作型で2－7日，抑制

作型で14日の遅れであった。

表3　収穫時期

年

次
作　 型 摘心段位

収穫期 （月，臼） 定植か ら収 樺
柊 までの 日数
（日）始 終

19 87
早　 熟 3 6 ．12 7 ．27 99

雨 よ け 7 6 ．12 8 ．3 1 134

1988
早　 熟

3 6 ．20 8 ．10 112

4 8 ．12 114

雨 よ け 8 9 ．26 159

10 9 ．26 159

1989

早　 熟
3 6 ．20 8 ． 4 110

4 6 ．23 8 ．日 117

雨 よけ 8 6 ．23 10 ． 3 17 0

10 6 ．23 10 ． 3 170

抑　 制

3 8 ．2 1 9 ．18 70

4 10 ． 3 85

8 11 ． 6 118

10 日 ． 6 ll8

（2）収量　密楠低段摘心栽培の良果収胤は，標準10段摘

心栽培に比べ同等か，やや上回る傾向を示した。良果1個

平均垂は密栴低段摘心栽培と標準10段摘心栽培との比較で

は年次によるふれがあり，一定の傾向はみられなかった。

時期別収適をみると，密植3段摘心栽培は早熟雨よけ作型

で，6－7月の早期収星が高く，抑制作型では9月の収出

が高かった。格外乗は3か年を通して早熟雨よけ作型では
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衷4　収量（10株当り）

年

次
作　　 型 区　　 名

姦　 果 格 外 果
障 害 果 合 計 果 良 果 1 個

平 均 垂
1 0 a 当 り
良 果 収 量

同 左 比
重 量 個 数 重 量

（個） 仇d （個） 佳d （個） （個 ） （g ） （kg） （％）

19 8 7 早 熟 雨 よ け
3 段 摘心 7 8 14 ．60 15 1．26 15 10 8 18 7 6，4 8 8 10 6

（標 〉7 段 ” 1 23 2 4．8 1 4 2 3．6 2 3 2 19 7 22 4 6，12 6 10 0

19 8 8 早 熟 雨 よ け

3 段 摘心 6 3 15．5 2 19 2．17 1 8 3 2 4 6 6，8 9 5 1 19
4 段　 〝 6 4 13．5 1 3 5 3．6 0 1 IO O 2 1 1 6，0 0 3 10 3
8 段　 〝 9 2 19．7 4 60 6．6 1 8 16 0 2 】5 4．8 74 8 4

（標）10段　 〝 10 8 2 3．5 6 6 2 6．4 2 7 17 7 2 18 5．8 16 10 0

19 89

早 熟 雨 よ け

3 段 摘 心 6 7 1 2．13 28 3．4 2 9 1 0 4 18 1 5面 0 10 8
4 段　 〝 6 7 1 2．19 3 3 3 ．0 6 3 1 03 18 2 5．4 18 10 9
8 段 ” 8 9 16 ．9 5 5 6 5．6 5 】6 16 1 19 0 4．18 5 8 4

（棲 ）10段　 〝 10 5 20 ．18 －　7 8 8．6 9 1 1 19 4 19 2 4 ．9 8 3 10 0

抑　　　 制

3 段 摘 心 6 4 12．4 5 18 2．7 6 9 9 1 19 5 5，5 3 3 1 14
4 段　 〝 6 1 1 1．4 1 17 2．5 0 5 8 3 18 7 5，0 7 0 10 4
8 段　 〝 8 9 17．48 3 1 5．7 1 3 12 3 19 6 4 ，3 16 8 9

（標）1 0段　 〝 10 6 19．7 3 15 2．10 4 12 5 18 6 4 ，8 7 1 10 0

表5　時期別収量（10a当りkg）

年 次 作 型 区　　　 名 6　月 7　月 8　月 9　月 10 月 1 1 月

19 8 7
早　 熟 3 段 摘心 1．4 34 5．0 4 9

1．0 4 3雨 よ け （標 ）7 段　 〝 1，10 6 3，9 7 7

198 8
早　 熟

3 段摘 心 7 4 5 4，3 1 2 1，8 3 3

1．0 10

4 段 ” 7 5 8 2，6 49 2．5 9 0
雨 よ け 8 段　 〝 17 2 2，0 36 1．6 5 6

（梗 ）10段　 〝 5 4 6 2．6 56 1，8 2 2 7 9 2

19 8 9

早　 熟

3 段 摘 心 2 ，13 1 2，4 3 4 8 2 1

2 6 1 17 2

4 段 ” 1，5 4 7 3．0 10 8 5 5

雨 よ け 8 段　 〝 9 2 2 1．7 16 1，1 14
（標 ）10段　 〝 1．3 9 1 1．9 5 2 1，2 8 6 35 4

抑　 制

3 段 摘 心

4 段 〝

1．9 5 1

2，148

3，5 7 7

2，5 9 7 3 2 0

2 9 68 段　 〝 1，0 94 1．9 19 1．0 0 6
（梗 ）10段　 〝 1．3 69 2．4 9 3 7 3 1 2 7 8

密植低段摘心栽培が少ない傾向を示した。3段摘心栽培と

4段摘心栽培の比較では，株当り良巣数は同等であるが，

3段摘心区は良果l個平均垂がやや重く，10a当り収星も

やや優る傾向であった。㍊質については，上位規格割合

（M級以1二）からみて密横3段摘心栽培は，槙準10段摘心

栽培と大兼がなく，果実の外観上も晶質の差がほとんどみ

られなかった。

4　ま　　と　　め

以上の結果，完熟系トマト‘桃太郎’の密植3段摘心に

よる短期栽培は生産安定化に有効である。更に前作又は後

作に他作物の導入が可能でハウスの高度利用による収益の

向上が期待できる。
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